
第３回中央執行委員会（議事録） 

出席状況 ○＝参加、×＝不参加、▽＝早退、△＝遅刻                           2017.09.22  inオルガ 

 

I. 情勢 

・ 解散総選挙へ（10/10告示、22日投票が濃厚） 

II. 報告事項 

○この間の活動 

8/26 第2 回中央執行委員会／流通分会会議(一般) 

28 8 月度店舗協議会／DC 協議会 

29 関連･一般執行委員会 

30～ 秋闘職場集会開催期間 

30-31 労連第501 回中執 

9/1 8 月度店舗会議／経営協議会／井笠支部執行

委員会 

2 県労会議第29 回定期大会 

3 岡山市長選挙決起集会 

4 パ部会新人研修／ファストフードグローバルアク

ション 

5 岡山支部執行委員会 

6 9 月度宅配協議会／美作支部執行委員会／労

連第6 回最賃闘争委員会 

7 9 月度中央労働安全衛生委員会 

8 労連第 7 回パート部会幹事会／備前支部執行

委員会 

9-10 労連青年部幹事会 

13 倉敷支部執行委員会 

14 労連第502 回中執 

14-15 労連第50 回定期大会 

16 第1 回四役会議 

17 岡山市長選挙告示 

18 地連大学部会幹事会 

19 関連一般四役会議 

20 岡山市社会保障推進協議会 

21 県労会議常任幹事会 

22 第3 回中央執行委員会 

１． 上部･外部団体 

 全国生協労働組合連合会（生協労連） 

 生協労連 各部会･専門委員会 

 生協労連 中四国地方連合会 

 全国労働組合総連合（全労連） 

 岡山県労働組合会議（県労会議） 

 その他、外部団体

２． 労理協議会、組織内会議 

 経営協議会：議事録参照 

 店舗会議：議事録参照 

 DC 懇談会 

 中央労働安全衛生委員会 

 宅配協議会： 

 店舗協議会： 

 DC 協議会 

３． 各部会･支部の報告 

 定時職員部会（パート部会） 

 青年・女性部会 

 アルバイト部会（準） 

 ミドルエイジの会： 

 岡山支部：9/5執行委員会 

 倉敷支部：9/13執行委員会 

 美作支部：9/6執行委員会 

 備前支部：9/8執行委員会 

 備北支部： 

 井笠支部：9/1執行委員会 

 CS 関係： 

 生協関連･一般労働組合：10/7定期大会 

中畑 △ 三上 ○ 上村 ○ 原田 △ 内田 ○ 西崎 ○

高木 ○ 山本 ○ 小林史 ○ 濵 ○ 長尾 ×

岡山支部 上田 △ 藤島 ○ 吉田 ○ 頭士 ○ 柴田 ○ 武澤 △ 井上 ○ 長谷部 △ 安田 △

倉敷支部 難波 ○ 大橋 × 黒木 ○ 舩越 ○ 河田 × 坂本淑 △ AM

美作支部 草川 △ 藤澤 ○ 菱野 △ 神崎 ○ 松川 ○ 濱田 ○ PM

井笠支部 大谷 △ 遠山 ○ 北村 ○ 竹内 △ 小林幸 × 計 34 /38
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III. 協議事項 

１． 機関運営 

○ 労連パート部会総会 

山本副委員長が労連パート部会「副部会長」に選任される予定。 

労連部会総会へ派遣：三上、小林の2名の代議員、上村オブ参加、山本（執行部） 

○ 日生協健保組合の組織問題について 

次回こーぷゆにおんで特集する予定（別紙） 

２． 労使課題 

① 経営状況について 

② 2017 年度年間日程（正月1/4～6 の3 日間配送）について 

この間の経過（以下）の報告をした。 

・ 9/16 四役会議で労使協議。議論の到達点（=理事会自身の主張の矛盾）は変わらず。委員長の発言で「昨

年の時に3日配送は不可能だから協約違反であるものの1/4を営業し4～7日の4日間配送とすることやむ

なしと説明してきた。その説明と矛盾する説明は職場との関係でも出来ない」との発言は効いたようだ。 

・ 理事会はそれでも改めて提案したいと主張。こちらは「すでに論議は煮詰まっており、これ以上先延ばし

することはお互いのためにならない、理事会から追加の説明や提案があったとしてもそれを最終提案とし

てこの中執で最終判断をする」と伝えた。 

・ その後、新たな提案として、1/4～7の4日間配送案がだされた。1月2回と合わせて9連続勤務（中1日

を年休で取得させる）となり、そこまでして協約違反を含む提案に合意する道理がない。この提案を職場

に持ち込めば、逆に「だったら 4～6 日の 3 日間で良い」という声を誘発させることになり、職場の団結

が乱される可能性もある。 

以上を踏まえ、この執行委員会で最終判断を行うこと、その判断は従来通り提案拒否とすることを提案した。 

理事会提案について休日取得保障の点、委託配送の影響の点等多くの問題が払しょくがされない、との意見が

出された。 

提案拒否とすることを確認した。 

夕食宅配のスケジュールへの影響等の確認を理事会と進めることを確認した。 

 

③ 秋闘に向けて 

・ 職場集会開催の状況、出されている声などについて（別紙） 

・ 秋闘要求（案）について（別紙） 

・ スト権確立について 

確立項目：①一時金確保と労働条件改善の課題、②2018 年度年間日程の課題、③立憲主義回復、核兵器禁

止国際条約の批准など平和と民主主義の課題 

投票スケジュール：投票期間10/11（水）～25（水）、開票26日（木） 

・ 団交への結集と発言組織について 

職場集会で参加と発言組織に努めているが不確定要素が多いので、中執も全員発言の準備をすること。 

各中執は、分会長と協力し団交への参加を強化すること。 

要求項目について追加の意見や字句修正の意見が出された。 

④ 下期体制の提案について（別紙） 

・ すでに人事異動も発表されている。提案が遅い事については理事会に抗議をしたい。問題が発生する場合

は個別に対応するようにしたい。 

⑤ 解散･総選挙への組織方針について（別紙） 

選挙方針をどのように組織内で確立するかを議論した。「方針」として確立するのは時間的に不可能なため、

執行委員会として見解表明としてはどうか、との意見が出され、その方向で検討を進めることを確認した。 



３． 組織拡大 

４． 諸闘争、その他 

① 11.8 中央行動参加要項（別紙） 

② 岡山市長選挙、名護市長選挙支援要請（別紙） 

③ 木村紀夫さん講演会（別紙） 

IV. 次回日程    第4 回中央執行委員会 10月28日（土）9：30～ 於：オルガ 


